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１．目的
　幼児期に身体を動かす運動を行っていくことは，脳を育んでいくために重要であることが報告されている．しかし，テレビ・テレビゲームの進出と，便利な現代社会にともない，幼児期の運動量は減少傾向にあることが懸念されている．
・・・・・・・
・・・・・・・

２．方法
　保育園での調査は，2004年11月から2005年1月にかけて行われた．測定種目は，体力測定，前頭葉機能を計測するストループ課題，一週間による歩行活動調査、生活調査が行われた．
・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・
３．結果および考察  
　体力測定と前頭葉機能を計測するストループ課題との
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